
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

年 度 主 な 経 緯

Ｈ11 工事着工

Ｈ15 用地買収開始

Ｈ20.3 下流側440m区間開通

Ｈ23.4
不動大橋を含む

上流側5.1km区間開通

Ｈ24.5
全線開通

一部町道区間有り

全体計画
現在の
進捗状況
(進捗率)

前回評価時の
進捗状況
(進捗率)

事 業 費 ７，９８０百万円
７，７１９百万円

（９６．７％）

６，３２２百万円

(７９．２％)

用地買収
２０９，２９９ｍ2 ２０８，２２０ｍ2

(９９．５％)

１９３，２００ｍ2

(９２．３％)

計画延長
８，５４０ｍ ８，１４０ｍ

(９５．３％)

６，８７０ｍ

(８０．４％)

事 業 場 所
ながのはら はやし ひがしあがつま いわした

長野原町大字林～東吾妻町大字岩下

区 分 今回 前回再評価時

全 体 事 業 費 ７，９８０百万円 ７，２９４百万円

全 体 事 業 費 増 減 の 理 由 工法変更による増額 －

事 業 期 間 Ｈ ７～Ｈ２７ Ｈ ７～Ｈ２２

事 業 内 容
計画延長 ８，５４０ｍ
幅員１３．５～１０．５ｍ

計画延長 ８，５４０ｍ
幅員 １３．５～１０．５ｍ

一般県道林岩下線は、八ッ場ダム建設事業により水没する国
道１４５号の公共補償として整備するダム湖左岸を走る国道１４５
号八ッ場バイパスを補完し、川原湯温泉へのアクセス確保を図る
ためダム湖右岸に整備するものである。
本事業は、公共補償による道路整備と合併施工により、水源地
域住民の交通の利便性を確保するとともに、生活環境の向上及
び地域振興を支援するものである。
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２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

凡例

整備済区間

整備中区間

現道・付替道路

代替地

撮影位置・方向

一般県道 林岩下線
Ｌ＝8,540m

不動大橋(H23.4 開通)

上湯原地区(H27年度完成予定) 武田井地区(H24.5 開通) 国道～岩島大橋(H20.3 開通)

林代替地

川原湯代替地

川原畑代替地

東・中村代替地

横壁代替地

長野原代替地

H23.4 開通 H23.4 開通 H24.5 開通
武田井地区

H23.6 開通
三島地区

H20.3 開通H27年度完成予定
上湯原地区

用地難航のため、
ルートを見直した。

現在は県道整備しながら、
交通確保している

ふどうおおはし か わ ら ゆ（うちこし）

ぶ た い いわ しま おおはし

み しま
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八ッ場ダム

三島地区(H23.6 開通)川原湯(打越)代替地

２

国 施工区間 県 施工区間

川原湯温泉トンネル

不動大橋



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適当か？

費用便益分析
計画・前回再評価時 今 回 再 評 価 時 備 考 便 益 説 明

算出根拠マ ニ ュ アル
国土交通省道路局

費用便益分析マニュアル

平成２０年１１月

国土交通省道路局

費用便益分析マニュアル

平成２０年１１月

基 準 年 平成２１年 平成２６年度

区 分 項 目 現在価値 構 成 比 現 在 価 値 構 成 比

費 用

(千円 )
工 事 費 7,949,000 92.0％ 10,017,000 93.7％

維 持 管 理 費 689,000 8.0％ 674,000 6.3％

費 用 合 計 ( C ) 8,638,000 10,691,000

便 益

(千円 )

走行時間短縮
便 益

8,709,000 87.1％ 11,125,000 95.8％
道路ネットワークの変更

将来計画ネットワーク

（前回）

↓
事業化ネットワーク

（今回）

走行経費減少
便 益

1,290,000 12.9％ 486,000 4.2％

交通事故減少

便 益
5,000 0.0％ 1,000 0.0％

便 益 合 計 ( B ) 10,004,000 11,612,000

費用対効果分析(B/C) １．２０ １．０９

・開通済みの区間は、代替地移転住民の生活道路としての効果を発現している。
・供用前の法面調査で落石対策が必要となったため対策を追加し、通行者の安全を図った。
・用地難航で未着工となっていた区間は、ルートを見直しすることにより工事が可能となった。

・ダム建設による影響を受ける水源地域にとって、本路線は、ダム湖右岸に位置する川原湯温泉
へのアクセス、および代替地間の生活道路として、地域住民や観光客の利便性の確保のために
も、必要な道路である。
・未完成区間の町道は、観光バスなどの大型車両の通行が不可能であり、早期完成が望まれる。

打越

上湯原

川原湯代替地

川原畑代替地

吾妻峡トンネル

用地難航箇所のルート見直し

当初ルート
変更ルート

町道供用時の状況(川原湯温泉ﾄﾝﾈﾙから)

落石対策を追加した法面 工法変更後の構造

写真：落石防護柵、落石防止網の設置状況 写真：鋼製桟橋構造(桟橋基礎部分)



５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

・国のダム事業による代替地整備方法が「ずり上がり方式」という水没地区内の高台に代替地を
整備し、代替地完成後に関係住民が移転する方式を採用しており、本路線はこの代替地造成に
合わせて整備を進めることになることから元々が長期計画の道路事業である。

（施工条件による工事の遅れ）

・武田井地区においては急峻な地形を呈した悪条件下での工事であり、供用開始時期がＨ２２
年度からＨ２４年５月と遅れた。

（用地買収の難航）

・用地交渉については国土交通省で対応しているが、用地交渉が長引いている地権者の土地
があり、隣接地との境界について争いが発生し訴訟に発展したため、用地買収が難航し、ルー
トを一部変更したため、事業が長期化した。

（なお、隣接地権者との境界は和解をもって確定したためルート変更が可能となり、変更後の道
路用地は取得済みである。）

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

・本事業は、八ッ場ダム建設事業に伴う生活再建の基幹をなす道路事業で、
国道１４５号八ッ場バイパスを補完し一体となって、地域振興を支援するもの
である。

・事業費は、武田井地区での盛土構造から鋼製桟橋構造への工法変更、追
加で必要となった落石対策並びに用地難航区間でルートを山側に見直したこ
とによる掘削及び法面工の増工等により増額となった。

・平成２５年度末時点で、全体の約９５％となる８,１４０ｍが完成し供用してい
る。用地買収が難航していた区間は、境界について和解が成立したため、
ルート変更が可能となり、現在整備を進めており、平成２７年度に完成する予
定である。

なお、当該区間は整備しながら車両通行させているが、観光バスなどの大
型車両の通行ができない状況であり、川原湯地区の温泉観光などの地域振
興のためにも、完成形での早期供用に努めたい。


